平成25年度第１回社会教育委員会議議事録

日時：平成25年７月25日（木）午前10時から
場所：八尾市役所本館６階　研修室
出席委員（名簿順）

岩下委員、新居委員、中西勝晴委員、田中委員、
白木委員、北村委員、中西正委員
欠席委員

　中路委員

事務局

浦上教育長、伊藤教育次長兼生涯学習部長、杉島生涯学習スポーツ課長、
南八尾図書館長、渞文化財課長、奥保生涯学習スポーツ課長補佐
次第

１　議長挨拶
２　教育長挨拶
３　案件

　（１）平成２５年度事務事業概要について

　　　①　生涯学習スポーツ課（資料１）

　　　②　八尾図書館　　　　（資料２）

　　　③　文化財課　　　　　（資料３）
　（２）報告事項

　　　①　高安千塚古墳群活用事業について　　　　（資料４）

　　　②　その他

　（３）社会教育研究大会等について

　　　①　近畿地区社会教育研究大会「和歌山大会」ついて(資料５)
　　　②　全国社会教育研究大会「三重大会」について　 （資料６）
　（４）その他

会議要旨
１　議長挨拶

　　（略）

２　教育長挨拶

　　（略）

３　案件

（１）平成２５年度事務事業概要について

　　①　生涯学習スポーツ課（資料１）

　　②　八尾図書館　　　　（資料２）

　　③　文化財課　　　　　（資料３）

○事務局

（資料に基づき説明）

○委員
識字・日本語学級をやられていますが、教室の皆さんは、毎年、ここまで書けるようになったよ、ここまで読めるようになったよと言って、書くこと、読むこと、展示することを物すごく喜んでおられます。今、高齢者、子どもを問わず、読んだり書いたりすることが面倒がる傾向があります。テレビを見ているほうがおもしろいということもありますが、一つ覚えると、やっぱりおもしろい、こんないい勉強の仕方もあるんだということで喜んでおりますので、識字の読み書き、それから知るということに、もっと力を入れて伸ばしていってほしいと思います。
○事務局

貴重な御意見をありがとうございます。ただいま委員から御発言がございましたように、やはり読み書きにつきましては、人権の基本的な部分でもございますし、今後も識字・日本語学級の運営等には取り組んでいきたいというふう考えております。ただ識字学級につきましては学習者の高齢化というような課題等もございますので、その辺につきましても十分考えながら取り組んでいきたいと考えております。
（２）報告事項

　　①　高安千塚古墳群活用事業について　　　　（資料４）

○事務局

（資料に基づき説明）

○委員
今の説明の中に国指定という非常に大きな話がありましたが、これは今、八尾市が進めている観光施策と関係はあるんですか。
○事務局

高安山麓の整備につきましては、かつて市のほうで検討されていたかと記憶しております。その中で当時、高安山麓の自然環境と史跡をどういうふうな形で保存していくかというふうなことが検討されていたと思いますが、今回はその中から、まず史跡部分の７万平米を保存していくということですが、保存するだけではなく活用するということが一番大きな課題ですので、そのような視点も入れながら整備してまいりたいというふうに考えております。整備をしていく中で、歴史民俗資料館、しおんじやま古墳学習館をはじめ、史跡、寺社等とネットワーク化し情報発信することによって、八尾の大きな観光スポットの一つとなり地域の活性化につなげていくことができればというふうに考えております。
○委員
　観光都市八尾ということで９月から出発する中で、今の説明を受けると、観光都市にふさわしい内容かと思いますが、マスコミへの働きかけについては考えておられますか。
○事務局

これまで何度か史跡化を図っていくための講演会等をやらせていただいております。今後、史跡化が可能となれば、当然新聞発表等やらせていただきたいと考えておりますし、これにかかわっている学識の先生等を含めまして、大きなシンポジウム、キャンペーン等も張り、市民の方々に期待感を持っていただけるような広報活動等をやっていきたいと考えております。
○委員
　やはりこういう問題については、教育委員会だけではなく、八尾市全体で考えてほしいと思います。

○委員

今、高安千塚についてお聞きしましたが、しおんじやま古墳など、いろいろなところがあるのに、離れた地域に住んでいると、どこにあるのという話も出ていますので、今情報発信という話がありましたが、こういう歴史の話も、地域を回って情報発信していただいたらどうかと思いますがいかがですか。

○事務局

確かにしおんじやま古墳等、まだまだ知られていないところもあるかもしれません。現在、我々は４つの文化財施設を持っております。施設から学校等へ出前授業も行かせていただいており、市内各地域へも、ご要望があれば職員が行かせていただきまして、その地域の歴史を含め、様々な文化財のお話しをさせていただければなと考えております。

○委員

　これだけたくさん古墳があるのに、どのように整備されているかということが市民にあまり知られていないように思いますが、その辺についてはどういうふうに考えていますか
○事務局

恐らく山手には、かつて大正時代には５００基ぐらい、それ以前は１，０００基近くの古墳があったものと考えております。豊臣秀吉の大阪城築造で高安からも石を引っ張って持って行ったという記録も残っております。これまでなかなか八尾市民全体としては山手にたくさんの古墳があるということを御存じなかっただろうというふうに考えております。６世紀につくられた古墳群で、恐らく物部氏等との関係もうかがえるような古墳群だろうというふうに考えておりまして、大和と八尾、河内をつなぐ非常に大きな古墳群の一つだというふうに考えております。今御指摘がありましたけれども、これらの古墳については、これまで知られておらず、たくさん破壊されてまいりました。今後このようなことがないように国史跡化を進めて、また市民の方に知っていただいて、こういう歴史文化財を残していく機運を盛り上げていきながら、市民と一緒に残していきたいと考えております。今後、情報発信も積極的に行ってまいりますので、その際には御協力いただければ大変ありがたいと考えております。
○委員

なかなか難しいと思いますが、できるだけ市民に古墳がこれだけありますよと情報発信する中で、大きい古墳や価値のある古墳を特に重点的に発信してもらえれば良いのかなと思います。よろしくお願いします。

○事務局

これまでの情報発信についての御発言の中で、なかなか地域のほうに情報が伝わっていないのではないかというような御指摘がありましたが、これについては文化財だけではなく、生涯学習やスポーツに関する事業等も含まれているものと考えます。現在、地域等で実施できる出前講座等の情報を庁内で集めており、今後、コミセンの運営協議会等に情報提供していく予定ですので、コミセンの特別講座等の中での実施を御検討いただければと考えております。

（３）社会教育研究大会等について

　　①　近畿地区社会教育研究大会「和歌山大会」ついて(資料５)

　　②　全国社会教育研究大会「三重大会」について　 （資料６）

○事務局

（資料に基づき説明）

○委員
近畿大会ですが、全日参加ということで案内申し上げましたところ、各委員からの御返事が基調講演だけの参加希望が多かったと聞いておりますが。

○事務局

　いただいたご返信に分科会への参加希望が少なかったということで、昨年と同じ形で基調講演のみの参加ということで、今年度も対応させていただければと考えております。

（４）その他
○委員
　郷土文化推進協議会という組織があり、私は社会教育委員として派遣されておりまして、常任委員として会の運営に参画させていただいておりますが、協議会においては、八尾菊花ライオンズクラブから寄附をいただいて、史跡散歩マップというものを３，０００部ほど作成しております。これは修正を加えながら毎年つくっています。これの活用については特に指定しておりませんが、小学校５、６年生の社会の勉強の資料にしてもらえればということで、郷土文化推進協議会から各小学校の５年生・６年生のうち、児童数の多い学年の部数をお配りしております。
そこで、事実はわかりませんけども、菊花ライオンズから派遣されている協議会の委員から、十分活用されてない学校がある、箱に入れて持って行っても、そのまま箱に入ったまま置かれているというような話がありました。

これはちょっとぐあいが悪いなと思います。
菊花ライオンズの皆さんが払っている会費をもとに、６０万円から７０万円ぐらいの費用をかけて３，０００部つくっています。市内のどこにどんな史跡があるのかが、我々素人が見てもわかるように詳しく書かれているので、そんなことがあってはいかんなと思います。学校教育部のほうで、学校で有効に使っていただけるような策を講じていただければと思います。どの学校でも使っておられると思います。対象をもっと広げてほしいという学校もあるようです。
お金との関係がありますが、どういうふうにするかというのも、郷土文化推進協議会の中で検討していければと思いますので、学校教育部のほうで、社会科の中で活用していただける方策を検討していただくようお願いします。
○事務局

　活用されていないというのは、いかがなものかと思いますので、一度調べさせていただきたいと思います。

○委員
　郷土文化推進協議会の役員が、何校かの学校から意見を聞かれたみたいです。活用しているという学校が大半だったということです。しかし一方で、寄附をされている団体の委員からは、活用されておらず箱に入ったまま置いている学校があるという意見が出た。この方も実際に確認されたわけではなく、どこから情報を入手されたかは分かりませんが。
○事務局

　今、小中学校の授業で、こういうものを教材に使えば良いのではないかという話はたくさんあります。文化財課の市史編さん室でも、小学生、中学生向けに教材のようなものをつくっております。また、八尾市の先生方でつくっている「わたしたちの八尾市」という小学校３年生、４年生向けの副読本もあります。教材として活用してくださいというお話はたくさんあり、それらを全て使いこなせるのが望ましいですが、このような話はたくさんありますので、今お聞きした件については、まずは調べてみて、活用が乏しい場合には、校長会を通じて働きかけをしていきたいと思います。

○委員

　文化財課のほうで子どもたち向けの市史の冊子を作成するという話がありましたが、自分の住んでいる八尾のまちにはいろんな史跡や歴史的遺産がたくさんあり、相当昔から発展してきたということを子どもたちに伝えていくということは、市民に知らせるのと同じくらい、もしくはそれ以上に大事なことだと思いますので、どのような冊子がつくられるのか、どのようなものを寄附いただいているのかを具体的に調べさせていただき検討したいと思います。よろしくお願いします。

○委員

　子どもへの指導用にはちょっと難しいということであれば、また意見をいただければと思います。史跡散歩マップには難しい言葉がたくさん入っているので、もしかしたら教材には適さないのかなという気もします。それをわかりやすくしたのが郷土かるたなんですが、これは八尾市内にある郷土の文化財をかるたにしているのでわかりやすくなっています。大人に対し、こんな文化財があります、保存してくださいと言っても、わかっていただけない部分もありますので、まずは子どもをターゲットにして文化財のことを知っていただけるよう活動をしていければと思います。

○事務局

貴重な御意見をいただきありがとうございます。これまで長年にわたり、郷土文化推進協議会と菊花ライオンズの御協力により、史跡散歩マップを市内全小学校に御配付いただいております。我々も団体と一緒に活動させていただいておりますので、ただいまの御意見を受けまして、各小学校に活用状況や御意見をお聞きし活用できない、活用しづらいという部分があれば、それがどういう部分なのかということなどについて、一度意見を聴取させていただき、また改めて御報告させていただきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。
○委員
　市史編さん室が現在各地区を訪ねて昔の行事などを聞き取り、大学の先生とともにまとめておられるということで、山手の地域については全て聞き取りが終わったようです。実は私も最近、子どものころに地域で行われていた行事などについて尋ねられまして、それの継承についても少し申し上げましたが、そういうものもこれから教材として活用するということも合わせて、御検討いただきたいなと思います。
　次に、先ほど事務局からお話があった近畿大会と全国大会についてですが、近畿大会は各委員が事務局に出欠の報告をされたと思いますが、今年度、１０月２４日、２５日に開催される全国大会についても、有意義なことがたくさん聞けると思いますので、今年は行きたいという方おられませんか。ただ参加できるのがお一人だけなんです。

○事務局
　参加費、旅費等は１人分予算化いたしております。

　１日目に全体会、２日目に分科会がありますが、今年度は分科会場と全体会場が離れており、１日目と２日目の間に公共交通機関等で移動していただくような行程になっております。詳しい行程等につきましては、参加される委員に個別に説明させていただきます。

○委員
　先ほどお話がありましたが、市内各地域の年中行事について市が聞き取りにずっと回っていますね。
○委員
　これは市史編さん室が、市内各地域において、どういうことがあったのか、歴史的なことを尋ねておられるようです。

○事務局
　実はきょうの昼から、委員のところにお伺いさせていただくということで、編さん室からは聞いておりました。後で御挨拶申し上げようと思っておりました。

　先ほど少しお話がありましたが、私が八尾市へ来させてもらってから２０年たちますが、八尾の風景も大いに変わってしまい、それまで行われていたさまざまな風習とか行事がなくなってきているように最近思います。そのような八尾の民俗というものをお伺いしまして、将来的に残していくということが市史編さん室の大きな仕事の一つでございます。それで昨年から各地域を回らせていただいておりますが、先ほどおっしゃいましたように、高安地域は昨年度でほぼ終了させていただき、現地報告会ということでその成果の報告もさせていただきました。
　今年度につきましては、市内中心部をやらせていただいております。委員お住まいの八尾木、曙川は非常に古く、また大きな村ですので、そちらのほうの風習や古文書等も含め、さまざまな歴史文化を収集させていただき残していく。また、資料や本として刊行させていただきたい。
歴史あるいは年中行事等は、市内各地域で全然違います。そのような各地域の行事や歴史を文書として残していきたいというふうに考えております。
　前回の市政だよりで、歴史文書や写真等の募集をさせていただいております。ですから、委員から近所の方がこんな文書を持っているという情報などを教えていただければ、市史編さん室より調査等に行かせていただけるのかなと思っております。若干時間はかかるかもしれませんが、まずは収集させていただき、それを残していくというような手順で進めていきたいというふうに思っております。
○委員
　昔の話については、昭和１５年生まれぐらいまでの人であれば、よくわかるけれど、新しく開発された住宅にあるような話についても聞き取りは行うんですか。
○事務局
　前回の八尾市史は、ほぼ古い時代しか扱っておりませんでした。今回の八尾市史につきましては、そういう古い時代と合わせて、近現代ということで、今の八尾の町ができるまでや、今の八尾市政も含めて対象にしようというふうに考えております。ですから民俗ということでさまざまな行事の話を伺うとともに、八尾のまちがどういう形でできてきたのかを、行政的なものも含めて、今回は資料にしたいというふうに考えております。ですから、そういうふうなお話も一緒に聞かせていただければと思います。

○委員
　曙川地区の開発が始まったのは昭和２５年なので、新しく入って来られた住民は、それ以降の話しかご存じないと思います。それまでの話については旧村の人しか知らないので、その点をどうするのかということも今日は話に出ると思います。今日呼んでいる人は昭和１５年ぐらい生まれの人しか呼んでいないので、昔の話もしてほしいということであれば、もっと広く聞き取りを行わないといけないと思いますが、いかがですか。
○事務局
　古い過去の話を知っている方がおられる地域であればいいんですが、そういう方のおられない地域もございます。ですから、各地域の近現代の様子、昭和の初め以前の話は、もしかしたら聞けないかもしれないなというふうに、我々は今回の聞き取りを通じて思いました。山手地域についても、昭和の初めあるいは大正時代のことを覚えておられる方というのはほとんどおられなかったと思います。ただそれでも現状残っている話を我々はお伺いして残していく。もう今はそれしかないのかなと思います。それさえもやらなければ、そういうお話は途切れてしまうというふうに思います。ですから、確かに委員のおっしゃるようにできるだけ広い形でお伺いしたいとは思いますが、現状でできる限りの手を尽くしながらお話を聞きたいというふうに考えておりますので、そのような方を御存じで我々に教えていただければ聞き取りに行かせていただきたいというふうに思っております。
○委員
　新しい八尾図書館が２６年にでき上がりますね。竹渕地域には移動図書館の巡回もありますし、学校でも貸し出しを行っていて本自体はたくさんあるのかもわかりませんが、竹渕地域から行くとなると移動手段がありません。また、旧八尾市立民病院の跡地にも新しい図書館ができるということですが、竹渕地域から子どもたちだけで行かせることはできないと保護者の方は言っておられます。図書館をどういうふうに活用したらいいのかということを学ぶのも勉強の一つやと思いますので、月１回が難しければ半年に１回でもいいから、放課後バスで小学生を連れてきていただいて、図書館の使い方などを教える見学会のようなことができないのかなという話が地域で出ていますがいかがでしょうか。
○事務局

　竹渕小学校での移動図書館の利用者は、２３ステーション巡回している中で、平均より高い利用状況になっておりまして、図書を借りるという意識の高い地域の一つかなと思っております。ただ、今おっしゃっていただいたバスを使って龍華の新しい図書館へ子どもたちに定期的に通っていただくということについては、体験学習や施設見学で図書館に来ていただいている学校も幾つかありますので、そういうことが可能かどうかについては検討の余地もあると思います。ただ、交通手段の問題や時間の制約など、いろんな課題もあると思います。龍華の図書館は新しい施設ですので、広く利用していただけるような枠組みにつきましては、今後いろんな関係部署と検討しながら進めていきたいと考えております。

○委員
　皆さん、新しい図書館ができるのを楽しみにはしておられますが、保護者の方がいつもお子さんについていくのは難しく、そういうことができればというお話が出ていますので、できるだけ良い方向にいきますようによろしくお願いいたします。
○事務局
（情報公開条例施行に伴う会議録要旨のホームページへの掲載、及び掲載前に委員に内容確認を依頼する件について報告）

○委員
　会議開催の情報提供についてはどのようにされていますか。

○事務局
現段階のやり方としましては、正副議長あるいは各所属等と日程調整をして、おおむね会議開催日の１カ月前から、市のホームページで情報提供させていただいております。
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